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回覧 地域再生 協議会だより  

百合が丘 2‐29‐6（老人憩いの家）59‐9356（火・金午前）isshiki-saisei@grace.ocn.ne.jp  

     緑・中央公園  住民参加呼びかけ 

11/18、花苗 6百株植付け 
  「魅力ある公園づくり」を進める公園・散策路部会（渡辺貢成部会長）は 11 月 18 日

（土）に、緑が丘中央公園で住民主導による花壇の植付けを行う。パンジーなど 600 株

の植付けを計画しており、周辺の花き愛好家に積極的な参加を呼び掛ける。中央公園の

改修は協議会の公園対策事業の第 1 弾。年度内に約 70 万円を投入して模様替えする。 

  協議会では、公園の魅力アップの柱の一つとして「花壇化の推進」を挙げている。季 

                                   裏面へ続く     

デビュー やまゆり合唱団                       

  

 

 

 

                  
練習を重ねてきたやまゆり合唱団が 10 月 14 日（土）、ラディアンの演奏会でデビュ

ーした。県住宅供給公社主催のこども音楽祭の最後に、総勢 79 人がターコイズブルー

の Tシャツで登場。四部合唱のハーモニーを響かせた。会場からは、「ブラボー！」の

声もかかるなど、大きな反響があった。 

この日は開場前の 12 時に集まり、リハーサル。ところが、初登壇による緊張のせい

か、もう一つ乗り切れず、「大丈夫か？」の声も。当日の会場は、席に着けない観客が

出るほどの盛り上がりで、これもプレッシャーになった。このため、本番直前に楽屋

で再調整して臨み、司会者からは、「二宮らしい温かみのある合唱でした」。指導して

いただいた山内、一石先生からも「よかった。暖かく、優しく響いていた」と言われ、

「一色小の本番ではもっと上手にやろう」の声が上がっていた。 



（続き） 

節変化に柔軟に対応しやすく、地域住民の参加が得られやすいとの判断からで、中央公

園でも模様替えを機に住民の関わりを強く働きかける。現在のところ、地区内の公園愛

護会、ゆめクラブ、社協、子供会育成会、自治会などが中心メンバーになるとの期待が

ある。植付けは 9：30 に始める。参加者は、軍手とシャベルを持参して欲しいという。 

 同公園の改修は大きなスペースを占めるさつきの植栽を撤去し、4 カ所の花壇を設け

るのが中心。基盤工事は二宮町都市整備課の支援を受けながら進め、11 月半ばには植付

けに入れる見込み。これらの工事費用として約 50 万円、藤を含めた花苗購入に約 16 万

円を充てる。このほか、湧水池の水藻の除去も計画している。  

          （花苗植付けに関する問い合わせは、再生協議会事務所へ）   

 

              緑が丘中央公園改修計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ② ③ は花壇区域  

・つつじ、芝生等植栽を撤去し、パンジー等による花壇とする 

・日時計内の芝生部もパンジー等の花を植え付け立体的な花壇構造とする 

・パーゴラは、屋根部の木材を入れ替え、藤棚に改修する 

  

➃ は池区域  

・池の水藻対策として水藻除去剤であるバクチャー剤を散布する                
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